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u アクティブラーニングニュースレター 
学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは

KALS（駒場アクティブラーニングスタジオ、東京
大学 駒場キャンパス 17号館 2階）といった特別な
設備があるところで行うこともありますが、通常の

教室でも行えます。授業の一部にアクティブラーニ

ングをとりいれる際に、参考になるように、本ニュ

ースレターでアクティブラーニングのさまざまな方

法や関連する話題をお知らせいたします。本ニュー

スレターをお読みになり、気になる記事がありまし

たら、アクティブラーニング部門までお問い合わせ

ください。（星埜） 

u アクティブラーニングとは？ 
アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 
問題を捉えることができるようになります。 
単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。

（星埜） 

u アクティブラーニング部⾨活動報告 
2021年度のアクティブラーニング部門の活動につ
いて、これまでの取り組みを紹介します。 

アクティブラーニング型授業モデルの開発 
アクティブラーニング部門では、授業の開講を通 
して、アクティブラーニング型授業のモデル開発や

試行を行っています。 
2021年度 Sセメスターは、4授業を開講しまし
た。各授業の概要やアクティブラーニング型授業モ

デルについて得られた知見を簡単に紹介します。 

(1) 全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 
SDGs を学べる授業をつくろう 

昨年度に引き続いて開講しました。本授業では、

授業の前半で SDGsの概要と授業設計理論を学びま
す。授業の後半では、高校生を対象として SDGsに
ついて学べる授業を行うという想定のもとで授業案

を設計し、発表するという授業です。特に優れた授

業案を作成したグループは、高校生に授業をするワ

ークショップに登壇することができます。本授業で

は、授業設計を通じて SDGsについて学ぶことを目
指しました。 
学生に授業設計の演習が SDGsを理解するのに役
立ったかどうか尋ねたところ（とてもあてはまる〜

全くあてはまらない の 5件法で 14名が回答）、
「とてもあてはまる」が 13名、「ある程度あてはま

る」が 1名の回答があり、全員が役立ったと感じて

いました。また「他人に伝える、高校生に学んでも

らうという立場に立つことで、アウトプットが必要

になるので、より深い理解ができたと思う」や「イ

ンプットしたものを言葉や図で表現する過程で理解

が曖昧だった部分を認識し、そこを重点的に学習で

きた」といった感想が履修者から得られました。 

〜 ⽬次 〜 
u アクティブラーニングニュースレター(p.1) 
u アクティブラーニングとは？      (p.1) 
u アクティブラーニング部⾨活動報告  

・ アクティブラーニング型授業モデルの開発
(p.1) 

・ ワークショップの開催(p.3) 
u お知らせ 

・ 教養学部報 12 ⽉号に寄稿しました(p.5) 
・ オンライン授業でのアクティブラーニング

⼿法の詳細について公開しています(p.5) 
u アクティブラーニング部⾨とは？       (p.5) 
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これらを踏まえると、授業設計を通じて学習内容

の理解を深めるという授業モデルが有効と考えられ

ます。授業をつくることで理解を深める方法は、ほ

かの学習内容でも適用できます。また、授業づくり

まではいかずとも、人に説明する／教えることで内

容の理解が深まることの重要性も本授業を通じて示

すことができたのではと思います。 
本授業で優れた授業案を設計した学生が高校生に

授業するワークショップについては、本ニュースレ

ター p. 3に詳細を記載しています。ぜひご覧くださ

い。（中澤） 

(2)全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 
模擬国連で学ぶ国際関係と合意形成 I 

2019年度より開講している本授業では、「模擬国

連（Model United Nations）」というアクティブラ

ーニングの⼿法を⽤いて、国際問題について考えま

した。多様な利害・価値観に配慮することの重要性

を理解するには体感してみることが早道ですが、模

擬国連の会議では、⼀⼈⼀⼈が⽶国政府代表や中国

政府代表などの担当国になりきって国際問題につい

て話し合います。⽴場を固定されている点ではディ

ベートと同様です。しかし、相⼿を論破することで

勝利を⽬指すディベートと異なり、模擬国連会議で

は合意形成が⽬的であるため相⼿の利害・価値観を

尊重したうえでの妥協が重要になります。 
この点を重視し、授業内では対⽴の激しい議題

（2003年のイラク戦争直前、2017年の朝鮮民主主

義人民共和国による核実験時の国連安全保障理事

会）・担当国を設定して、 ロールプレイ・シミュレ

ーションに取り組みました。具体的な授業の流れ

は、部門ウェブサイトをご覧ください（ https:// 
dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/mun_se 
mi_2021s_teacher/ ）。 

 

 
公式発⾔の例（Slackに議事録として残されます） 

 
履修者の感想としては、次のものがありました。 
・ Policy Paperを準備する中で、公式会合の発言

では出てこないようなより深い利害関係や、意

図などをある程度汲み取ることができた。ま

た、各国の態度は多いに国内情勢の影響・拘束

を受けることがわかった。 
・ Policy Paperで問いがすでに立てられていて、

またフローチャートみたいな形で授業が展開さ

れていて、参加している身としても授業の流れ

が非常にわかりやすかったです。 
 

 
会議前に準備する Policy Paperの例 

 
・ 安心供与のような国際関係論の理論を使いつつ

学べた。 
・ 自国にとってはあまり重要性の高くない国・地

域の課題について、安保理におけるプレゼンス

や大国との関係性を維持しながら関わる必要が

あることを学んだ。 
・ 五大国とそうでない国のどちらも経験したこと

で、国連安保理において様々な国がどういった

モチベーションをもって臨んでいるのか少し体

験できた。 
・ 交渉の中ではしばしば妥協することが必要とな

る。ゆえに、これ以上は譲ってはいけないとい

うボトムラインを設定し、それを会議中も明確

に意識することが重要だと学んだ。 
・ オンラインのため、対面での交渉に伴う緊張感

のようなものを味わえなかった。言葉だけでな

く、表情や仕草からも相手の意図を察知する経

験が積めればなおよかった。     
（中村） 

(3)全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 
働きがいやジェンダーを考える 

「働きがいやジェンダーを考える」（担当教員：

星埜守之・伊勢坊綾）では、学生の興味関心に基づ

き、働きがい、働く上でのジェンダーの問題に関す

る論文や文献を輪読し、ディスカッションを行いま

した。本授業で扱う文献は、興味関心に沿って学生

自ら選定し、教員と相談の上、決定しました。2021
年度 Sセメスターは、バーンアウト、男性性、セク

シュアリティ、性的マイノリティ等の文献を取り扱
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いました。履修者の多くが男性性に興味関心を持っ

ていたことから、ジェンダー、男性性研究者である

川口遼氏（東京都立大学子ども・若者貧困研究セン

ター特任助教）に、『 What Gender Studies 
Do 』、『＜男性育休＞のポリティクス：男性性の視

点から考える』というタイトルで、二度講演してい

ただき、理解を深めました。 
アクティブラーニングにおいて、思考の可視化、

共有、外化が重要であることは、過去のニュースレ

ターでも紹介した通りですが（https://dalt.c.u-
tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2016/08/KOMEX-
DALT-Newsletter-201210.pdf）、オンライン環境で

もそれを実現するために、Google ドキュメントを活

用しました。各グループのディスカッション内容

は、Google ドキュメント上で共有し、他のグループ

でどのような意見がでているのか、履修者全員が確

認できます。この授業の目的は、自身と異なる考え

を持つ他者から学び、自分の考えを発展させること

であったため、いろんな意見を知るという目的を果

たすやり方の一つとして有効であったと考えられま

す。履修者は、授業中のディスカッション内容が記

された Google ドキュメントの内容を見ながら、授業

後の振り返りシートを記入します。授業中のディス

カッションで自分が何を発言したか、明確に覚えて

いないこともあるので、ディスカッション記録が残

ることは有意義だという学生の意見もありました。 
思考の可視化、共有、外化のための Google ドキュ

メント活用は、オンライン環境だけに有益なのでは

なく、対面授業の場合でも活用できると考えられま

す。（伊勢坊） 

(4) 全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習:
「オープン教材」をつくろう！ 

本授業ではまず、オープンエデュケーションやオ

ープン教材の定義や特徴、事例に加えて教材設計理

論を学びます。その後、オープンエデュケーション

やオープン教材について学べる教材を作り、オープ

ンエデュケーションやオープン教材についての理解

を深めるという授業です。つまり、「実際に教材を

つくってみる」ことで、内容について自分なりの理

解を深めるという授業方法を 13回の授業全体で採用

しました。個別の授業回では、大福帳やジグソー法

などを取り入れました。オンライン授業での大福帳

やジグソー法の導入などについては、部門ウェブサ

イトで紹介していますのでご覧ください（ https:// 
dalt.c.u-tokyo.ac.jp/tips/online/ ）。 
「教材づくりが、オープンエデュケーションへの

理解を深めることに対して、役立った／役立たなか

ったか」についての履修者からの感想をいくつか紹

介します。まず、「教材を作る上で内容に誤りがあ

ってはならないので、しっかり確認する必要があ

り、その点で理解が深まった」や「教材を作る中

で、自らオープンエデュケーションの資料を探し、

まとめなければならなかったので、そうしているう

ちに理解が深まりました」のように作成過程で内容

を調べることでより深く知ることができたという感

想がありました。次に、「教材作りにおいて初めて

学んだことを人に説明しなくてはならない立場にな

るのでもう一度学び直すきっかけになった」や「自

分で作る際に復習することもあり、理解を深めるこ

とに役立ったと感じております」のように、教材作

りが授業前半で扱ったオープンエデュケーションの

内容を復習する機会となり、理解が深まったという

感想が見られました。 
 ほかにも教材づくりが内容の理解に寄与している

ことが窺える感想が多数ありました。教材をつくる

ことで学ぶという方法は、ほかの学習内容でも採用

できますのでご参考になればと思います。（中澤） 

 
学⽣が作成した教材の例 

ワークショップの開催 
学内外へのアクティブラーニングの普及を目指し

て定期的にワーク ショップを企画しています。 
2021年度はこれまで に 3 つのワークショップを
開催しました。これらについて簡単にご報告しま

す。 なお、詳細については、部門 web サイト ( ht 
tps://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/event/ )をご覧ください。 

ワークショップ「第 2 回東⼤⽣がつくる SDGs の
授業」（2021 年 8 ⽉ 29 ⽇） 

アクティブラーニング部門では、2021年度 Sセメ
スターに、全学自由研究ゼミナール／高度教養特殊

演習「SDGsを学べる授業をつくろう」という授業

を開講しました。本イベントは、その授業の中で特

に優れた授業案を設計した学生たちが、高校生を対

象とした授業を実施するもので、2020年度に続き、
第 2回目の開催となりました。新型コロナウイルス

の流行状況を踏まえて、オンライン(Zoom)での開催
でしたが、講師の学生たちは可能な限り双方向性を

保つために、授業案を設計してイベントに臨みまし

た。当日は、28名の高校生が参加し、次の 2つの授
業を行いました。 

(1)SDGs 全体を扱う授業「俯瞰してみる SDGs〜17
の⽬標間の関係性に迫る〜」（吉⽥莉々 東京⼤学教
養学部 2 年、⿊瀬淳平 東京⼤学教養学部 1 年） 
「俯瞰的に見る SDGs〜17の目標間の関係性を考

える〜」では、SDGsの成立背景とその理念を念頭
に置きながら、社会における SDGsの捉え方を考え
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ました。SDGsは個別の目標が極めて真っ当なこと

を言っているが故に、それぞれの目標が 17つ全体と

してどの様に達成されるべきかという視点が抜けが

ちです。目標間のシナジーとトレードオフに着目す

ることで、SDGsというある意味では「不完全な」

ゴールを達成していく方法について取り扱いまし

た。授業では、レクチャーに加えて、Jamboard 等

のオンライン教材を使用したブレイクアウトセッシ

ョンを挟み、インプットとアウトプットのバランス

を重視したスタイルにしました。 

(2) ⽬標 4（教育）を中⼼に扱う授業「隠された格差
〜『誰⼀⼈取り残さない』を考える〜」（辻美波 東
京⼤学教養学部 2 年、⼭本佳明 東京⼤学教養学部 1
年） 
目標 4が日本では達成済み扱いではあるものの、

実はさまざまな面で格差が残っていることに高校生

たちに気づいてほしいと思い、「隠された格差」と

いうタイトルで授業を行いました。まず最初に、目

標 4の概要や意義、他の SDGsの目標とのつながり
について、チャット機能で発言してもらいながら確

認しました。次に、ブレイクアウトルームに分かれ

て、自分たちの身近なところから、「質の高い教

育」とは何か、そこから取り残されてしまう人はど

のような人かを考えてもらいました。その後、話し

合った内容をグループごとに発表し、考えを共有す

る時間を設けました。最後にはまとめを行い、気づ

いた身近な格差について高校生が考えをより深めら

れるようにしました。 
また、授業を行った学生に、参加者の反応はどの

ようなものであったか、そして授業を実施した感想

を聞いてみました。その内容は部門ウェブサイトで

ご覧いただけます。https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/eve 
nt/event-report/a3064/ （伊勢坊） 

オンラインワークショップ「オンラインでこそア
クティブラーニング：アクティブで双⽅向的な授
業のヒント」（2021 年 9 ⽉ 8 ⽇） 

東大で授業を担当されている先生方を対象に、オ

ンラインワークショップ「オンラインでこそアクテ

ィブラーニング：アクティブで双方向的な授業のヒ

ント」を開催しました。定員を超える方々の申込み

があり、当日は 13名の方が参加されました。 
本ワークショップでは、オンライン授業における

学生の状況把握やコミュニケーションといった双方

向性を保ち、授業をアクティブにするためのポイ ン
トや手法について理解すること、具体的な手法や研

究知見を参考にしつつ、グループでのディスカッシ

ョンやワークを通じて情報共有や課題解決を目指す

ことを目的としました。 
趣旨説明の後、参加者はグループ（ブレイクアウ

トルーム）に分かれて互いの自己紹介とワークに取

り組みました。ワークでは、教員と学生とのコミュ

ニケーションや双方向性の確保に関する 3つの課題
への対処法について、参加者の経験やアイデアに基

づき Googleスライドを使いながら議論しました。全

体での共有の後、ミニレクチャでは TPACK
（Technological Pedagogical Content Knowledge）
の枠組みを紹介し、テクノロジに関する知識だけで

なく教育学的な知識も重要であることを確認しまし

た。そして、ワーク 2では、ジグソー法を使ってア

クティブラーニングに関する教育学的な知識を学ぶ

ことを伝え、各自が担当する資料を決めました。 
休憩を挟んで後半は、ジグソー法を用いたワーク

2を行いました。まず、アクティブラーニングの手

法、アクティブラーニングに関連する理論や知見、

授業運営のポイントの 3つの資料のグループに分か
れてエキスパート活動を行いました。その後、ワー

ク 1のグループに戻ってジグソー活動を行い、ワー

ク 1と同じ課題への対処法を検討しました。 

 
議論で使⽤したワークシート（Googleスライド） 

 
最後に全体で議論内容を共有し、オンライン授業

と対面授業との接続やワークショップ全体のふり返

りを行ってワークショップを終えました。 
参加者からは、「同じ悩みを共有しているあらゆ

る分野の先生方とお話しできてよかったです」や

「さまざまな先生が色々ご苦労されていることを知

って孤独感からは解放されました」といったコメン

トがあり、本ワークショップが、オンライン授業で

陥りやすい教員の孤独感の解消の一助となったと思

われます。また、ワークショップそのものや内容

が、授業デザインや授業改善、オンライン授業にお

けるアクティブラーニングの導入に役立った可能性

が示されました。一方で、グループワークでは参加

者どうしの意見交換が非常に活発で、それゆえ、時

間が足りないという感想も見られました。また、さ

らに実践的な内容を望む声もいくつか聞かれまし

た。こうしたご意見は、今後のワークショップや情

報発信の検討に役立てていきたいと思います。（中

澤） 

第 3 回模擬国連ワークショップ（2021 年 9 ⽉ 12
⽇） 

  本ワークショップは、先述の全学自由研究ゼミナ 
ール／高度教養特殊演習「模擬国連で学ぶ国際関係 
と合意形成」を踏まえて開催したものです。学内外 
の大学・高校教員を対象として 2019 年度から実施
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し ており、今回が 3回目となりましたが、57名の参
加者が画面越しに集いました。  
ワークショップは 2 部構成としました。セッショ 
ン 1「模擬国連導入事例から学ぶ」では、模擬国連

の概要と本学教養学部の授業への導入例について中

村からお話した後、青山学院高等部での導入例につ

いて同校の室田大樹教諭からお話いただきました。

高校・大学それぞれでの導入例を検討する趣旨でし

たが、導入目的を明確化する必要があるという最重

要の点は共通していることを再確認する機会となり

ました。 
 

 
セッション 1の様⼦（室⽥先⽣との対話） 

 
セッション 2「ロールプレイ導入事例から学ぶ」

では、小山淑子先生（東洋大学国際学部准教授）か

ら、演劇等をとりいれた模擬国連以外のロールプレ

イ手法についてご紹介いただきました。模擬国連は

あくまでも手段であるため、授業の目的により適し

たロールプレイがあれば、それを学ぼうという趣旨

でしたが、模擬国連との異同を意識した小山先生の

お話のおかげで、模擬国連の特徴を改めて確認する

機会ともなりました。 
 

 
セッション 2の様⼦（⼩⼭先⽣との対話） 

 
参加者からは、「模擬国連の概要→模擬国連の複

数の実践例→模擬国連以外のロールプレイ実践例」

という構成について、模擬国連経験者・未経験者の

双方にとって学びがあるとの肯定的評価を多くいた

だくことができました。一方、模擬国連導入のハー

ドルを下げる工夫をより知りたいといった声もあり

ましたので、次回以降はそうした Tipsを共有するセ

ッションも設けたいと考えています。 
当日の模様は、後日「東大 TV」にて公開される予

定です。ぜひご覧ください。（中村） 

u お知らせ 

教養学部報 12 ⽉号に寄稿しました 
教養学部報 12月号に「オンライン授業のアクティ

ブラーニング」を寄稿しました。2021年度 Sセメス
ター開講の授業について、オンライン授業でのアク

ティブラーニング手法の導入や効果を紹介していま

す。ぜひご覧ください。 

オンライン授業でのアクティブラーニング
⼿法の詳細について公開しています 
アクティブラーニング部門ウェブサイトでは、オ

ンライン授業で活用可能なアクティブラーニング手

法について、授業前の準備や授業中の運営といった

具体的な手順などを紹介しています。また実際の導

入を踏まえての感想や改善についても発信していま

す。ぜひご覧いただき、オンライン授業でのアクテ

ィブラーニングの参考になれば幸いです。 

u 今後の活動予定 
2021年度 Aセメスターも授業を開講し、引き続き
アクティブラーニング型授業モデルの検討・開発を

行っています。また年度末に再びワークショップを

開催する予定があります。オンライン授業や部門の

活動に関する情報は、部門ウェブサイト（https://d 
alt.c.u-tokyo.ac.jp/）で発信していきますので、ぜひ

ご覧いただければと思います。ワークショップへの

参加もお待ちしております。  

u アクティブラーニング部⾨とは？  
アクティブラーニング部門は学部教育を教育工学

の視点から支援することを目的として、2010年度に
教養教育高度化機構に設置されました。その活動内

容は、教養学部・情報学環・大学総合教育研究セン

ターの共同プロジェクトとして 2007-2009年度に実

施された文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プロ

グラム(現代 GP)「ICTを活用した新たな教養教育の

実現-アクティブラーニングの深化による国際標準の

授業モデル構築-」を継承し、発展させています。ま

た、全国の教育機関や教育関連の企業からの見学を

受け入れており、アクティブラーニングの実施モデ

ルとしての役割も果たしています。 

（奥付） 
〇発行年月日：2021 年 12 月 7 日 
〇発行：東京大学 大学院総合文化研究科・教養 
学部 附属教養教育高度化機構アクティブラー 

 ニング部門 
星埜守之・中澤明子・伊勢坊綾・中村長史 

〇連絡先：dalt@kals.c.u-tokyo.ac.jp 
〇Web サイト：https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/ 


